
 

 

ヘルシーエイジングに

ついて語ろう 
動物病院チームのための実践的ガイド 



 

老化のとらえかたを変える 

老化は単なる不可避の衰えではない1。最新の獣医学は、老化と

は進行性の生物学的プロセスであり、時間をかけて働きかけること

ができることを示している。 

コロナ禍にペット飼育率が著増したことにより、多くのペットたちが

今、予防医療にとって重要とされる中年齢期の入り口にいる1,2。 

しかし、加齢性変化の初発時に行動を起こすペットオーナーは 

少なく、介入時期の遅れが生じている4。 

これに動物病院チームに果たせる役割は大きく、加齢と関連

する疾患や障害が生じる前の健康な期間を表す「健康寿

命」に焦点を当て、不調が現れてからの対応ではなく、日頃

から積極的に健康を保つケアを中心に話すべきである。 

 

 

ライフコース（ライフステージ全体を見据えた）アプローチの考え方

では、加齢に伴う変化は臨床症状の発現前から始まる。 

これに基づくと、積極的なケアが最も効果的に作用する重要な 

介入時期が中齢期である。 
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38% の犬と猫のオーナーは老化に対してできることは 

何もないと思い込んでいる4。 

 

46% は自身のペットの老化について考えたり、話したり

することを避ける。（悲しすぎるからと55％が回答4） 

 

それでも獣医師の役割は依然として重要であり、 

33% は定期健診がペットの健康と幸福の最大要因で

あると答えている。 
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老化のとらえかたを変えるために核となる考え方: 

寿命ではなく健康寿命 

目指すのは長寿だけではなく、健康でQOL

（生活の質）が高い期間をできる限り延長

すること 
 

実年齢ではなく体内年齢 

同年齢のペットでも、体の健康度は大きく 

異なりうる 
 

老化速度は変えられる 

早期のモニタリングと個別化されたサポートに

よって、ペットの老化のしかたは変えられる 

 

死亡 



 

 

中齢期の開始年齢: 

犬: 約5～7歳齢（大型犬/超大型犬は早め） 
 

猫: 約6～8歳齢 

 

動物病院の対応: 

老化に関する話は、既にシニア期に達してから、または加

齢性疾患が認められてからではなく、ペットが健康そう、 

またはごく初期の老化症状が発現した時期から始める 

べきである。 

老化について話し始めるのに適している時期:  

• 犬は5～7歳齢（犬種に応じて）、猫は6～7歳齢から。 

• 中年齢期という節目をきっかけに – 52％のオーナーは愛犬と

愛猫の誕生日を毎年祝う4。 誕生日を祝う際に、中齢期に

入ったら健康診断を毎年実施することの利点を優しく伝えられ

ると良い。 

• オーナーが気づいたこと（運動機能、行動、活発さの

わずかな変化） 

• 既知のリスク因子（犬種/猫種、体重、病歴）

 

 

 

 

老化についての話しかた実践的ガイド 

ヘルシーエイジングを動物病院として促進するためにできることとは？オーナーが知識を行動へ移すことを後押しし、毎回の受診を 

より充実化させるためには、ヘルシーエイジングに関して分かりやすく、実践的な内容を伝えたい。その際に以下の4項目を中心と 

すると話を組み立てやすくなる。 

 

  

 

目的: 健康的な代謝機能のサポートと疾患リスクの軽減 

研究により、過体重の犬は適正体重の犬よりも寿命が最大2.5年短いと示されており5、適正なボディ・      

コンディションの維持は、ヘルシーエイジングに最も強く影響を与える項目のひとつである。 
 

伝えかたの例: 「最適な栄養は年齢と共に変化します。健康的な体重と適切な栄養に保つことにより、 

複数の加齢性疾患のリスク軽減に役立ちます。」 

 

臨床では:   

 モニタリングと早期スクリーニング 

 

定期健診は症状発現前の変化を、多くの場合はオーナーが異変に気づく前に見つけることができる。 
 

伝えかたの例: 「定期的なモニタリングは、元気そうに見えても体内で起きている小さな変化を、最も 

対応策の選択肢が多い早期で見つけることに役立ちます。」 

臨床では: 

 
(CBC，血液化学検査) 

  甲状腺ホルモンの測定

（必要であれば） 

 栄養と適正体重 

ボディ・コンディション・スコア (BCS)と  

マッスル・コンディション・スコア (MCS) 

 

ライフステージに適した栄養 

 

必要に応じてカロリー摂取量と   

栄養組成を調節 

 



 

 

3. 運動と快適性 

 

目的: 機能維持と痛みの早期発見 

運動機能の変化は、痛みや変形性関節症が基礎に存在することを示唆する可能性があるが、気づ

かれにくく、また「正常な加齢性の変化」と誤解されてしまいやすい。 

伝えかたの例: 「動きがゆっくりになったり、硬くなったりする変化は、年齢そのものというよりも、痛みや

不快感の症状であることが多いのです。それを楽にしてあげるための効果的な方法があります。」 

臨床では: 

具体的に質問する   

（ジャンプ、階段、強ばり） 

 

環境を整える （スロープ、 

床材、トイレのトレイなど） 

 

複合的な疼痛管理

 

 

 

 

臨床では: 

環境刺激の付与（おもちゃ、

食事給与法） 

 

臨床現場での実践法 

会話のおおまかな進めかたを意識すると、ヘルシーエイジングについて

一貫した、あたたかく、有益な内容を伝えやすくなります。 

切り出す 

ライフステージに紐づける 

「長期的な健康維持について考え始めら

れると良いライフステージを迎えました。」 
 

動機付ける 

肯定的にとらえ直す 

「○○ちゃんが元気で健康に、快適に

過 ご せ る 期 間 が 長 く な る よ う に 、    

サポートを始めるのによい時期です。」 
 

共感する 

オーナーの立場に立つ 

「多くのペットオーナーが、加齢性の変化が   

こんなにも早くから始まることに驚かれます。」  
 

サポートする 

次のステップを明確に伝える  

「サポートするためにできることを  

早速一緒に考えましょう。」 

4. 認知機能と心の健康 

目的: ペット本来の行動、活動性、QOLをサポート  

認知機能や行動の変化は徐々に現れることが多く、幸福度に大きく影響する。 

伝えかたの例: 「脳機能の維持は総合的な幸福度にとても重要な要素です。そのため、行動や

周囲との関わり合い方が、加齢とともにどう変化するかも注意して見ています。」 

オーナーによる観察や   

動画撮影を促す 

 

認知機能/ QOL/ フレイルを評価       

できるスコア法を活用 

 

必要に応じた早期の栄養学的 

および医療的サポート 



 

 

シチュエーション別の会話例 

場面 状況 伝えかたの例 目的   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オーナー側の障壁の対応法 

感情的な抵抗感（恐れや回避） 

「獣医療従事者であっても、自身のペットとなると向き合いづらいですから、考える

のがお辛いのは良く分かります。この節目を迎えられたことは本当におめでたいこと

で、このまま○○ちゃんが元気に楽しく暮らせる時間をできるだけ長くしてあげたい

という願いからお話しています。」 

経済的懸念 

「今は最も重要な項目を優先して、その後に無理のない計画を立てましょう。」 

‘歳を取れば当たり前’という思い込み 

「良くある変化でも、治療により楽にしてあげられる疾患と関連するものは多く  

あります。また最新の科学的研究によって、老化による変化に介入する方法は   

たくさんあることが明確に示されています。」 

 

会話の達成目標 

ペットオーナーに持ち帰ってもらいたいこと: 

どんな変化が起きており、なぜそれが重要なのかの明

確な理解 
 

早期アクションでその後が変わることの確信  

 

3 容易で達成可能な次のステップ 

経時的なモニタリングの有用性に関する認識 

 

自身のペットの長期的な健康維持に関する動物病

院チームとの連帯感 

ヘルシーエイジングは日々の臨床の中核にある要素から実

現し、科学的にも健康寿命の延長にできることはまだたくさ

んあると示されている。鍵は、早期から取り組みを開始し、

明確に導き、積極的に行動することである。 

ヘルシーエイジングのためには一年一年の積み重ねが大切です。より

多くのペットたちの元気で過ごせる時間を一緒に長くしていきましょう。 

         

 
健康なペットが
中年齢期に 
到達した 

 

オーナーはまだ老化について     

考えていない。 

犬と猫のオーナーの46％は自身のペットの老化

について考えたり、話したりすることを避ける。  

その理由を、55％は悲しすぎるからと回答1。 

「○○ちゃんの節目をお祝いしましょう。このライフステー

ジから、将来の健康についても考え始めることが大切で

す。目に見える前から始まる変化も多いので、早めの 

モニタリングがとても役立ちます。」 

 

認知度を高め、 

早期アクションを 

定着させる 

初期の変化が

認められる 

軽微な変化が認められる。   

オーナーの31％は「元気そうだから」と先送り  

してしまう4。 

「そうした小さな変化が病気を教えてくれることがありま

す。検査をして、積極的にケアしてあげられる機会  

です。」 

初期症状は  

臨床的に重要と

とらえ直す 

病気が  

診断された 
加齢性疾患が診断された。 

オーナーの51％は高齢ペットを世話しき

れるか不安を抱えている1。 

「加齢性の疾患ですが、○○ちゃんが快適で幸せに、  

そしてあなたが一緒の時間を安心して楽しめるために  

できることは多くあります。」 

瞭に伝え、安心を

与え、計画を   

提示する 

 

1 

2 

5 
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